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事業の背景① 国保制度を取り巻く環境
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 国保の都道府県単位化を契機として、県も国保の保
険者となり、医療費適正化に向けた取組強化（保険
者機能の強化）が求められている。

 本県における特定健診受診率が、依然として低位に
とどまっており、その受診率向上が喫緊の課題である。

 特定健診については、保険者努力支援制度の主要
な評価指標となっており、受診率の向上は、国保財
政の基盤強化につながる。



事業の背景② 情報通信機器の社会変化
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75.1％

（出典）総務省「通信利用動向調査」
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事業の背景③ 予約手段の変化

スマートフォンで

世間一般的に、スマホを活用した予約が当たり前になっている。

簡単に

短時間で

予約申込みが可能

電話予約 ＜ インターネット予約

24時間
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受診率
18.2％

受診率
22.4％

事業の背景④ 県内の特定健診の現状とスマホ保有率の関係性

新しい仕組が必要！
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受診率
33.2％

受診率
34.7％



予約申込み

電話での予約申込書での予約

窓口での予約

現在の予約申込み

Webから予約 LINEから予約

予約管理

新しいツール

予約を一元で管理

バラバラな予約申込みを
一括管理

利便性を高める新たな
予約ツールの提供

予約情報の共有

予約者情報を共有で
データ連携を実現

自治体

健診機関

資格情報確認のデータアップ

ネットから登録

予約情報の登録

事業の内容① システムの全体イメージ
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公益財団法人

愛媛県総合保健協会

愛媛県

民間事業者

特定健診対象者（29年度）
8,212人

西予市

事業の内容② モデル事業実施スキーム
管内市町において、本モデル事業に協力を依頼し、申し出のあった市町から、規模等の条件
に沿って選定された以下２市の健診対象者に実施する。

基盤・セキュリティ技術
受診勧奨・行動変容の

ノウハウ

特定健診対象者（29年度）
7,800人

八幡浜市

事業委託

29年度健診対象者：16,012人（２市町合計）

元年度対象者（見込）：16,000人（２市町合計）

健診予約システムの導入

公募型

プロポーザルに
よる業者選定

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

対象市

愛媛県 ICTを活用した健診予約システムの導入委託

WEB予約開始・コールセンター開設

LINE予約開始

中
間
報
告

効
果
検
証

研
修
会
実
施
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事業に期待する効果
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特定健診受診率の底上げ

市町事務負担軽減及び効率化

若年層へのアプローチ
⇒行動変容を促す。

⇒健診予約方法のチャンネルを増やすことで、被保険者
の利便性が向上する。

⇒各市町において職員が実施している健診予約の電話対応
や健診日程の調整などの事務的業務を削減することで、
事業企画や保健指導などの業務に労力を傾注できる。



健診予約システム画面① 健診申込みの初動作
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健診予約システム画面② 受診可能項目・費用の表示
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性別・生年月日に
より受信可能な検
査を絞り込む。
受診可能な検査を
初期状態で表示す
る。

特定健診の予約か
ら自動的にがん検
診へ誘導。
がん検診を追加す
るのではなく、削
除する、オプトア
ウト方式を採用。



健診予約システム画面③ 予約枠の設定及び日時・場所の予約
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クリック

予約可能会場一覧

地図から探す

Popup –
予約可能な時間指定

クリック



健診予約システム画面④ 資格確認機能

受診者属性情報により、対象者情報・過去受診歴を照会し、資格確認を行う。

対象者情報
過去受診歴

対象外の受診検査だった場合、自己負担の警告表示。
必要に応じ、受診検査再選択を促す。

照会
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健診予約システムの機能（コミュニケーション機能）

予約一元管理システムを通し、受診者とコンタクトをとることが可能。

予約申込手段により
自動的に、メールと
ＬＩＮＥを切替

＜利用シーン＞

・申込内容の確認通知
・健診直前に予約情報(日時・会場)をリマインド通知
・未受診者（予約したのに受けてない人）のフォロー
・災害時等による会場中止・変更の案内（該当者へ一斉通知）
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事業のメリット
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メリット 必要となる作業

住民の健診予約の利便性が高まる
ポイントなる周知方法が課題となる
(キャンサーのノウハウを活用)ウエブ/ライン予約者増加すれば、電話予約に

掛かる経費削減に期待できる

資格確認等が予約時に可能となる
【取込みが必要なデータ】
個人情報(国保ほか)
資格喪失等のデータ更新
過去受診歴を照合するための受診歴
(市町担当者の作業)

予約者の情報入力で、受診可能な健診項目
が表示でき、オプトアウトで受診率向上

重複受診の確認が安易にできる

リマインド機能で健診離脱を防ぐ リマインド機能は、自動配信が可能。

会場変更やお知らせ事項は、対象者を
絞り込んで送信が可能。
(市町担当者の作業となる)

ウエブ/ラインの利用率が高まれば、連続受診
に繋がる受診勧奨が可能となる



事業の成果
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年度末に最終的な効果検証を行う予定。

【11月末時点の成果】

６～７月にＷＥＢ予約・９月にＬＩＮＥ予約を開始し、モデ
ル事業対象の２市において、
ＷＥＢ・ＬＩＮＥ予約により１２５名の新規受診者を獲得。

現在は来年度以降の本格稼働に向け、県と市町で協議
を行っている。


